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（大正3年は小田省吾宛。名刺は省いた。）
東洋文化研究 21 号　　120
七
年
で
あ
る
。
①
は
小
倉
が
朝
鮮
総
督
府
に
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
て
京
城
へ
転
居
す
る
年
、
②
は
金
沢
が
東
京
外
国
語
学
校
教
授
と
東
京
帝
国
大
学
講
師
を
辞
任
し
て
京
都
へ
転
居
し
、
そ
の
間
に
朝
鮮
を
訪
問
し
、
ま
た
朝
鮮
で
三
・
一
独
立
運
動
が
起
こ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
③
は
小
倉
が
『
郷
歌
及
び
吏
読
の
研
究
』
と
『
平
安
南
北
道
の
方
言
』
を
、
金
沢
が
『
日
鮮
同
祖
論
』
を
刊
行
し
た
年
で
あ
る
。
④
は
金
沢
の
還
暦
祝
賀
行
事
と
し
て
祝
宴
や
記
念
論
文
集
発
行
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
　
封
筒
と
葉
書
に
書
か
れ
た
金
沢
の
住
所
、
お
よ
び
小
倉
の
住
所
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
金
沢
庄
三
郎
　
　
本
郷
区
駒
込
曙
町
七
番
地
（
明
治
四
一
年
四
月
二
日
付
～
大
正
四
年
六
月
七
日
付
）
　
　
　
　
　
　
　
京
都
上
賀
茂
村
（
大
正
六
年
一
一
月
一
日
付
～
八
年
三
月
二
五
日
付
）
　
　
　
　
　
　
　
本
郷
区
駒
込
曙
町
七
番
地
（
大
正
八
年
六
月
一
一
日
付
～
昭
和
二
年
二
月
二
八
日
付
）
　
　
　
　
　
　
　
本
郷
区
駒
込
曙
町
二
五
番
地
（
昭
和
四
年
四
月
二
四
日
付
～
一
六
年
九
月
二
六
日
付
）
小
倉
進
平
　
　
　
代
々
木
山
谷
一
四
九
（
明
治
四
一
年
四
月
二
日
付
）
　
　
　
　
　
　
　
小
石
川
区
中
冨
阪
一
九
　
滝
川
方
（
明
治
四
一
年
一
二
月
二
日
付
）
　
　
　
　
　
　
　
代
々
木
山
谷
一
四
九
（
明
治
四
四
年
四
月
一
三
日
付
～
六
月
九
日
付
）
　
　
　
　
　
　
　
朝
鮮
京
城
新
橋
通
官
舎
（
大
正
二
年
一
二
月
三
〇
日
付
）
　
　
　
　
　
　
　
京
城
太
平
通
官
舎
六
号
（
大
正
四
年
六
月
四
日
付
～
七
年
三
月
三
〇
日
付
）
　
　
　
　
　
　
　
京
城
朝
鮮
総
督
府
学
務
局
編
輯
課
（
大
正
七
年
四
月
六
日
付
）
　
　
　
　
　
　
　
朝
鮮
京
城
太
平
通
官
舎
（
大
正
七
年
五
月
一
三
日
付
～
六
月
五
日
付
）
　
　
　
　
　
　
　
朝
鮮
京
城
総
督
府
学
務
局
（
大
正
七
年
六
月
二
一
日
付
）
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朝
鮮
京
城
太
平
通
官
舎
（
大
正
八
年
三
月
五
日
付
～
一
〇
年
一
月
二
一
日
付
）
　
　
　
　
　
　
　
朝
鮮
京
城
総
督
府
学
務
局
（
大
正
一
三
年
六
月
一
七
日
付
）　
　
　
　
　
　
　
　
朝
鮮
京
城
岡
崎
町
六
（
昭
和
二
年
二
月
二
八
日
付
）
　
　
　
　
　
　
　
朝
鮮
京
城
府
三
阪
通
一
一
七
（
昭
和
四
年
四
月
二
四
日
付
～
八
年
一
月
五
日
付
）
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
小
田
原
山
本
町
五
（
小
倉
の
母
逝
去
の
た
め
、
昭
和
一
〇
年
九
月
三
〇
日
付
）
　
　
　
　
　
　
　
本
郷
区
西
片
町
十
ほ
ノ
三
（
昭
和
一
一
年
四
月
一
六
日
付
～
一
六
年
九
月
二
六
日
付
）
　
小
倉
は
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
八
月
か
ら
一
五
年
三
月
ま
で
言
語
研
究
の
た
め
欧
米
へ
留
学
を
命
じ
ら
れ
、
同
年
四
月
に
京
城
帝
国
大
学
教
授
に
就
任
し
、
昭
和
二
年
一
月
二
七
日
付
で
『
郷
歌
及
び
吏
読
の
研
究
』
に
よ
り
博
士
の
学
位
を
得
た
（『
官
報
』
一
月
三
一
日
第
二
六
号
掲
載
）。
そ
し
て
八
年
に
は
東
京
帝
国
大
学
教
授
と
な
っ
て
京
城
帝
国
大
学
教
授
を
兼
任
し
、
住
居
を
東
京
に
移
し
た
。
　「
小
倉
進
平
関
係
文
書
」
に
は
、「
金
沢
書
簡
」
六
二
通
と
別
に
、
金
沢
夫
人
多
喜
が
小
倉
夫
人
常
子
に
宛
て
た
書
簡
が
二
通
あ
る
。
大
正
七
年
三
月
に
京
都
の
上
賀
茂
か
ら
送
ら
れ
た
葉
書
と
、
同
八
年
五
月
に
東
京
の
駒
込
曙
町
か
ら
送
ら
れ
た
封
書
で
、
い
ず
れ
も
金
沢
が
朝
鮮
滞
在
中
に
小
倉
か
ら
受
け
た
配
慮
に
対
す
る
礼
状
で
あ
り
、
金
沢
の
書
簡
の
内
容
を
補
う
も
の
で
あ
る
。
多
喜
夫
人
は
達
筆
で
、
書
く
こ
と
を
厭
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
金
沢
書
簡
の
中
に
は
多
喜
夫
人
が
代
筆
し
た
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
　
な
お
、
本
稿
で
示
す
発
信
日
（
～
日
付
）
は
、
金
沢
が
書
状
本
文
の
最
後
に
記
し
た
年
月
日
で
あ
る
。
封
筒
に
押
さ
れ
た
消
印
の
日
は
、
二
、三
日
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
　
で
は
次
に
、「
金
沢
書
簡
」
に
お
い
て
新
た
に
注
目
さ
れ
る
点
を
い
く
つ
か
挙
げ
た
い
。
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二
　「
金
沢
書
簡
」
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
1
　
小
倉
進
平
の
朝
鮮
総
督
府
赴
任
に
関
わ
っ
て
　
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）、
韓
国
併
合
の
翌
年
で
あ
る
が
、
五
月
一
三
日
付
の
書
簡
で
金
沢
は
小
倉
に
対
し
て
履
歴
書
を
一
通
、
翌
朝
九
時
ま
で
に
持
参
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。
そ
の
後
小
倉
は
六
月
三
日
付
で
朝
鮮
総
督
府
学
務
局
に
採
用
さ
れ
、
金
沢
は
六
月
八
日
付
書
簡
で
、「
御
出
発
の
御
準
備
も
着
々
御
進
行
の
事
と
存
じ
居
り
候
」
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
二
人
の
恩
師
で
あ
る
「
上
田
先
生
」（
上
田
万
年
、
当
時
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
評
議
員
・
国
語
学
国
文
学
教
授
）
に
委
細
を
伝
え
て
い
る
の
で
、
一
両
日
中
に
電
話
で
な
り
、
京
城
へ
移
る
こ
と
を
上
田
に
報
告
し
て
お
く
よ
う
に
、
ま
た
、「
朝
鮮
総
督
府
学
務
課
長
小
田
省
吾
氏
は
今
回
の
事
に
付
き
御
尽
力
相
成
り
候
の
み
な
ら
ず
、
御
渡
鮮
の
上
は
直
接
課
長
の
事
ゆ
え
」、
対
面
し
て
挨
拶
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
、
一
〇
歳
若
い
小
倉
に
対
す
る
助
言
を
添
え
て
い
る
。
　
そ
し
て
翌
九
日
付
で
、「
先
刻
総
督
府
よ
り
電
報
為
替
に
て
御
旅
費
一
四
一
送
付
相
成
り
候
間
、
私
方
ま
で
御
受
取
に
御
出
で
願
ひ
上
げ
候
」
と
指
示
し
て
い
る
。「
一
四
一
」
は
、
当
時
の
運
賃
・
宿
泊
料
・
支
度
料
な
ど
か
ら
勘
案
し
て
、
一
四
一
円
の
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
五
月
一
三
日
付
に
お
け
る
履
歴
書
が
朝
鮮
総
督
府
に
提
出
さ
れ
た
と
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
小
倉
の
朝
鮮
総
督
府
赴
任
に
お
い
て
金
沢
が
何
ほ
ど
か
関
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
小
倉
に
対
す
る
金
沢
の
影
響
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
、「
私
を
し
て
専
ら
朝
鮮
語
研
究
を
思
ひ
立
た
せ
、
朝
鮮
行
き
を
御
推
薦
下
さ
つ
た
の
も
博
士
で
あ
つ
た
」（「
郷
歌
・
吏
読
の
問
題
を
繞めぐ
り
て
」『
史
学
雑
誌
』
四
七
編
五
号
）
と
い
う
こ
と
ば
に
通
じ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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小
倉
進
平
に
対
す
る
金
沢
庄
三
郎
の
依
頼
や
要
請
　「
金
沢
書
簡
」
に
は
、
東
京
に
い
る
金
沢
が
京
城
に
住
ん
で
い
る
小
倉
に
書
籍
の
入
手
や
知
人
へ
の
配
慮
を
依
頼
し
、
援
助
を
受
け
た
こ
と
が
た
び
た
び
書
か
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
書
籍
の
調
査
、
購
入
、
送
付
、
書
店
と
の
交
渉
な
ど
の
依
頼
が
多
く
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
項
3
で
述
べ
る
が
、
そ
の
つ
ど
小
倉
は
金
沢
の
要
請
に
応
え
た
。
朝
鮮
へ
赴
く
知
人
の
世
話
や
、
教
え
た
生
徒
の
指
導
を
小
倉
に
託
す
る
こ
と
も
何
度
か
あ
っ
た
。
　
明
治
四
一
年
一
二
月
二
日
付
の
書
簡
で
は
、
雑
誌
『
帝
国
文
学
』（
東
京
帝
国
大
学
内
帝
国
文
学
会
発
行
）
に
掲
載
す
る
金
沢
の
「
講
演
筆
記
」
を
早
く
仕
上
げ
る
よ
う
促
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
た
ぶ
ん
同
誌
四
二
年
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
る
論
文
「
外
来
語
に
就
い
て
」
の
こ
と
で
、
小
倉
に
浄
書
を
依
頼
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
金
沢
は
論
文
な
ど
を
締
切
日
よ
り
か
な
り
早
く
入
稿
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
前
月
二
一
日
と
さ
れ
た
『
帝
国
文
学
』
の
締
切
日
を
念
頭
に
お
い
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
　
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
六
月
五
日
付
で
は
、
北きた
里さと
闌たけ
し（
明
治
三
～
昭
和
三
五
、
一
八
七
〇
～
一
九
六
〇
）
が
来
訪
し
て
小
倉
の
尽
力
に
感
謝
し
て
い
た
と
伝
え
て
い
る
。
北
里
は
、
大
阪
府
立
大
阪
中
学
校
（
現
在
の
大
阪
府
立
北
野
高
等
学
校
）、
同
志
社
を
経
て
國
學
院
に
入
学
し
、
明
治
二
九
年
に
卒
業
し
た
。
私
費
で
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
に
留
学
し
た
が
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
に
転
学
し
、
明
治
三
四
年
、
日
本
古
代
文
字
研
究
が
学
位
論
文
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
帰
国
後
は
学
習
院
で
二
年
間
（
明
治
三
六
～
三
八
年
）
ド
イ
ツ
語
を
教
え
た
の
ち
、
大
阪
医
科
大
学
の
ド
イ
ツ
語
と
倫
理
学
の
教
授
と
な
る
。
日
本
語
の
起
源
に
強
く
関
心
を
も
っ
て
、『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』『
風
土
記
』
等
の
漢
字
を
詳
細
に
調
べ
上
げ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
で
言
語
の
調
査
に
あ
た
っ
て
、
蝋ろう
管かん
に
録
音
し
て
持
ち
帰
っ
た
。
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
努
力
の
末
に
、『
日
本
古
代
語
音
組
織
考
』（
大
正
一
五
、
一
九
二
六
）、『
日
本
語
の
根
本
的
研
究
』
（
昭
和
五
、
一
九
三
〇
）
を
著
し
た
。
北
里
は
、「
日
本
語
は
南
洋
フ
イ
リ
ピ
ン
語
と
朝
鮮
語
の
混
成
」（『
日
本
語
の
根
本
的
研
究
』）
で
あ
り
、「
日
本
人
の
祖
先
は
南
洋
フ
イ
リ
ツ
（
マ
マ
（ピ
ン
民
族
と
朝
鮮
民
族
と
の
混
血
」（
同
上
）
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
が
、
学
界
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に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　「
小
倉
進
平
関
係
文
書
」
に
は
北
里
か
ら
小
倉
に
宛
て
た
書
簡
が
含
ま
れ
て
お
り
、
北
里
は
大
正
七
年
七
月
一
五
日
付
で
、「
真
言
集
の
手
に
入
り
し
事
は
小
生
の
研
究
に
と
り
て
何
よ
り
の
仕
合
に
御
座
候
　
こ
れ
ひ
と
へ
に
学
兄
の
御
尽
力
の
結
果
と
・・・
」
と
喜
び
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、『
日
本
古
代
語
音
組
織
考
』
に
お
い
て
朝
鮮
の
真
言
集
に
触
れ
た
と
こ
ろ
の
註
で
、「
金
沢
庄
三
郎
博
士
及
び
同
氏
の
紹
介
に
よ
つ
て
未
見
の
友
と
な
つ
た
小
倉
進
平
氏
の
好
意
に
よ
り
、
大
正
八
（
マ
マ
（年
春
此
の
真
言
集
を
手
に
す
る
こ
と
の
出
来
た
の
を
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
　
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
一
月
二
八
日
付
で
金
沢
は
、
國
學
院
大
學
の
学
生
、
有
賀
秀
久
（
国
文
学
科
昭
和
四
年
度
入
学
）
が
前
年
の
夏
か
ら
小
倉
の
指
導
を
受
け
た
こ
と
に
、
ま
た
、
北
山
長
雄
が
書
面
で
指
導
を
受
け
た
こ
と
に
謝
意
を
表
し
て
い
る
。
北
山
は
有
賀
と
同
学
年
で
、
出
身
地
で
あ
る
青
森
県
の
方
言
・
語
彙
の
研
究
者
と
な
っ
た
。
同
年
七
月
一
二
日
付
に
お
い
て
は
、
訪
朝
す
る
國
學
院
大
學
教
授
河こう
野の
省せい
三ぞう
（
明
治
一
五
～
昭
和
三
八
、
一
八
八
二
～
一
九
六
三
、
国
学
・
神
道
学
）
に
対
す
る
配
慮
を
要
請
し
、
ま
た
、
既
に
紹
介
状
の
名
刺
で
触
れ
た
駒
澤
大
学
の
留
学
生
、
丁
鳳
允
に
つ
い
て
、「
種
々
御
懇
情
を
蒙
り
し
趣
申
し
参
り
居
り
候
」
と
謝
し
て
い
る
。
丁
鳳
允
は
昭
和
六
年
、
朝
鮮
仏
教
青
年
総
同
盟
東
京
同
盟
が
発
行
す
る
機
関
誌
『
金こん
剛ごう
杵しょ
』
の
第
一
九
号
に
、「
教
界
現
状
の
諸
問
題
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
一
〇
頁
程
の
論
文
を
寄
稿
し
て
い
る
。
七
年
に
卒
業
論
文
と
し
て
「
古
代
朝
鮮
文
化
の
研
究
」
を
書
き
、
駒
澤
大
学
を
卒
業
し
た
。
解
放
後
に
は
、
ソ
ウ
ル
市
の
学
務
課
長
の
ほ
か
、
善
隣
中
学
校
や
城
東
工
業
学
校
の
校
長
も
務
め
た
（『
大
韓
民
国
建
国
十
年
誌
』）。
　
翌
七
年
五
月
二
二
日
付
で
は
、
國
學
院
大
學
を
卒
業
し
て
朝
鮮
で
教
育
に
従
事
し
た
い
と
い
う
有
賀
の
こ
と
で
再
び
指
導
を
依
頼
し
、
翌
月
に
は
有
賀
が
種
々
世
話
に
な
っ
た
こ
と
で
礼
を
述
べ
て
い
る
。
有
賀
は
そ
の
後
、
鎮
海
高
等
女
学
校
や
京
城
第
二
高
等
女
学
校
の
教
諭
の
中
に
名
前
が
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
國
學
院
大
學
と
駒
澤
大
学
の
関
係
者
が
多
い
の
は
、
金
沢
が
國
學
院
大
學
で
は
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明
治
二
九
年
か
ら
英
語
に
始
ま
っ
て
国
語
学
を
教
え
、
駒
澤
大
学
は
昭
和
三
年
か
ら
東
洋
学
科
で
国
語
学
・
国
文
学
を
教
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
　
金
沢
自
身
も
、
大
正
七
年
と
昭
和
四
年
に
朝
鮮
を
訪
れ
た
際
に
、
京
城
で
小
倉
の
配
慮
を
種
々
受
け
た
よ
う
で
あ
る
（
大
正
七
年
三
月
三
〇
日
付
・
昭
和
四
年
六
月
五
日
付
）。
さ
ら
に
大
正
八
年
の
三
・
一
独
立
運
動
勃
発
の
際
に
は
、
再
三
に
わ
た
っ
て
小
倉
に
詳
細
な
報
告
を
要
請
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
4
項
で
述
べ
る
。
　
大
正
七
年
六
月
二
一
日
付
で
は
、「
促
音
仮
名
遣
は
ㄱ
（
ｋ
）
ㅅ
（
ｓ
）
ㅂ
（
ｐ
）
を
書
分
る
方
朝
鮮
人
の
実
際
に
適
す
る
や
う
考
へ
ら
れ
候
　
篤
と
御
研
究
希
望
致
し
候
」
と
書
い
て
い
る
。
対
象
と
な
っ
た
資
料
が
何
で
あ
る
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
当
時
朝
鮮
総
督
府
学
務
局
編
輯
課
で
教
科
書
編
纂
に
従
事
し
て
い
た
小
倉
に
対
す
る
、
教
科
書
に
お
け
る
説
明
の
し
か
た
に
つ
い
て
の
要
請
で
あ
ろ
う
か
。
促
音
に
つ
い
て
金
沢
は
、
明
治
四
四
年
七
月
の
講
演
「
朝
鮮
語
に
就
て
」、
あ
る
い
は
、
四
五
年
三
月
の
講
演
「
国
語
教
授
上
参
考
す
べ
き
事
項
」
に
お
い
て
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
国
語
で
は
促
音
は
す
べ
て
「
ツ
」
で
表
わ
す
が
、
朝
鮮
語
で
は
ㄱ
ㅅ
ㅂ
ㄹ
（
ｒ
）
の
四
つ
が
あ
っ
て
、
次
に
来
る
音
に
同
化
さ
れ
な
い
の
で
、「
ツ
」
の
み
で
促
音
を
教
え
よ
う
と
す
る
か
ら
困
難
を
生
じ
る
、
日
本
語
で
は
「
列
車
」（
れ
っ
し
ゃ
）
はres-sha
の
よ
う
に
、
次
に
く
る
音
と
同
音
で
表
わ
し
う
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
た
。
朝
鮮
人
に
教
え
る
際
に
理
解
し
や
す
く
、
発
音
が
容
易
に
な
る
と
い
う
観
点
か
ら
の
提
案
と
思
わ
れ
る
。
3
　
論
文
・
書
籍
類
の
依
頼
や
贈
呈
な
ど
　
金
沢
が
小
倉
に
購
入
と
送
付
を
依
頼
し
た
書
籍
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
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『
朝
鮮
書
目
解
題
』（
大
正
四
年
六
月
四
日
付
）、『
儒じゅ
胥しょ
必ひっ
知ち
』（
大
正
六
年
一
一
月
一
日
付
）、『
朝
鮮
光
文
会
出
版
目
録
』（
大
正
七
年
二
月
八
日
付
）、「
朝
鮮
古
書
刊
行
会
刊
行
本
」（『
大
東
野
乗
』、『
渤
海
考
』、『
八
域
誌
』、『
破
閑
集
』、『
文
献
撮
録
』、
『
星せい
湖こ
僿さい
説せつ
』、『
芝
峰
類
説
』）（
大
正
七
年
二
月
二
七
日
付
）、『
朝
鮮
彙
報
』
大
正
七
年
四
月
号
（
金
沢
「
吏
読
の
研
究
」
掲
載
分
、
大
正
七
年
五
月
一
三
日
付
及
び
六
月
五
日
付
）
　
そ
し
て
、
小
倉
が
自
ら
金
沢
に
送
呈
し
た
論
文
・
書
籍
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
（
金
沢
が
「
貴
著
」「
高
著
」
な
ど
と
書
い
て
い
る
も
の
は
時
期
か
ら
推
測
し
た
）。
「
御
高
著
」（『
朝
鮮
語
学
史
』
か
、
大
正
九
年
一
二
月
二
二
日
付
）、『
国
語
及
朝
鮮
語
の
た
め
』（
大
正
一
〇
年
一
月
二
一
日
付
）、「
貴
著
二
部
」（『
郷
歌
及
び
吏
読
の
研
究
』『
平
安
南
北
道
の
方
言
』
か
、
昭
和
四
年
五
月
四
日
付
）、「
諺
文
珍
書
四
冊
」
（
昭
和
四
年
一
二
月
二
八
日
付
）、
小
倉
論
文
別
刷
（「
狐
を
意
味
す
る
朝
鮮
方
言
」
か
、
昭
和
五
年
一
〇
月
八
日
付
）、「
稀
本
慶
尚
道
地
誌
二
本
」（
昭
和
六
年
一
一
月
二
九
日
付
）、「
貴
著
」（『
朝
鮮
語
に
於
け
る
謙
譲
法
・
尊
敬
法
の
助
動
詞
』
か
、
昭
和
一
三
年
一
二
月
一
三
日
付
）、「
貴
著
」（『
増
訂
朝
鮮
語
学
史
』
か
、
昭
和
一
五
年
五
月
一
五
日
付
）、「
御
高
著
」（「『
朝
鮮
館
訳
語
』
語
釈
」
か
、
昭
和
一
六
年
九
月
二
六
日
付
）
　
一
方
、
金
沢
は
小
倉
に
対
し
て
、
昭
和
四
年
四
月
に
『
日
鮮
同
祖
論
』
を
送
呈
し
た
。
　
そ
の
ほ
か
、「
金
沢
書
簡
」
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
論
文
・
書
籍
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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金
沢
『
朝
鮮
書
籍
目
録
』（
明
治
四
四
年
四
月
一
三
日
付
）、
小
倉
「
論
文
」（「
慶
尚
南
道
方
言
」
か
、
大
正
四
年
六
月
四
日
付
）、
金
沢
「
拙
著
」（
不
明
、
大
正
九
年
八
月
一
四
日
付
）、『
普
通
学
校
朝
鮮
語
漢
文
　
巻
一
』（
大
正
七
年
六
月
五
日
付
）、
『
一
切
経
音
義
』（
昭
和
六
年
七
月
一
二
日
付
・
八
月
一
一
日
付
）、
小
倉
「
朝
鮮
の
真
言
集
」（『
金
沢
博
士
還
暦
記
念
　
東
洋
語
学
之
研
究
』
寄
稿
分
、
昭
和
六
年
一
一
月
二
九
日
付
）、『
大だい
般はつ
涅ね
槃はん
経ぎょう
疏しょ
玻は
璃り
版
』
覆
製
一
冊
（
博
物
館
叢
刊
第
一
冊
）（
昭
和
六
年
一
二
月
一
三
日
付
・
二
〇
日
付
）、『
三
国
史
記
』（「
坪
井
九
馬
三
博
士
よ
り
承
り
候
」
と
あ
る
、
昭
和
七
年
二
月
七
日
付
）、「
仏
教
諺
解
」（
昭
和
七
年
六
月
一
日
付
・
七
月
五
日
付
）、
金
沢
『
濯
足
庵
蔵
書
六
十
一
種
』（
昭
和
七
年
一
二
月
一
〇
日
付
）、『
大
東
金
石
書
』（
昭
和
八
年
一
月
五
日
付
）、「
史
学
雑
誌
上
御
論
文
」（
小
倉
「
郷
歌
・
吏
読
の
問
題
を
繞めぐ
り
て
」
か
、
昭
和
一
一
年
四
月
一
六
日
付
）
　「
史
学
雑
誌
上
御
論
文
」
と
は
「
史
学
雑
誌
上
御
論
文
御
掲
載
の
件
御
丁
重
に
御
申
し
聞
け
下
さ
れ
謝
し
奉
り
候
」
と
述
べ
て
い
る
も
の
で
、
小
倉
が
「
郷
歌
・
吏
読
の
問
題
を
繞
り
て
」
を
『
史
学
雑
誌
』
四
七
編
五
号
（
昭
和
一
一
、
一
九
三
六
）
に
掲
載
す
る
こ
と
を
前
も
っ
て
金
沢
に
伝
え
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
小
倉
の
「
郷
歌
及
び
吏
読
の
研
究
」（『
京
城
帝
国
大
学
法
文
学
部
紀
要
第
一
』、
昭
和
四
、
一
九
二
九
）
は
、
刊
行
後
す
ぐ
に
高
橋
亨
、
前
間
恭
作
、
土
田
杏
村
に
よ
っ
て
書
評
が
書
か
れ
て
い
た
。
昭
和
一
〇
年
に
梁
柱
東
（
当
時
平
壌
の
崇
実
専
門
学
校
に
在
職
）
が
書
評
「
郷
歌
の
解
読
、
特
に
願
往
生
歌
に
就
い
て
」（『
青
丘
学
叢
』
一
九
号
）
を
書
き
、
金
沢
に
抜
き
刷
り
を
送
っ
て
き
た
の
だ
が
、
金
沢
は
こ
れ
に
誘
わ
れ
て
自
ら
も
『
史
学
雑
誌
』
四
七
編
二
号
（
昭
和
一
一
）
に
「
吏
読
雑
考
」
を
投
稿
し
た
。
こ
の
な
か
で
金
沢
は
、
梁
の
見
解
が
「
全
般
に
亘
つ
て
頗すこぶる
肯こう
綮けい
に
中あた
る
も
の
が
あ
る
」
と
述
べ
、
十
数
か
所
に
わ
た
っ
て
小
倉
の
解
釈
に
対
す
る
批
判
を
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
緯
の
も
と
に
、
以
上
の
五
氏
の
書
評
に
対
す
る
回
答
と
し
て
、
小
倉
は
「
郷
歌
・
吏
読
の
問
題
を
繞
り
て
」
を
執
筆
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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ま
た
、
論
文
・
書
物
の
ほ
か
、
小
倉
は
金
沢
の
好
物
で
あ
る
「
平
壌
栗
」
や
「
支
那
白
菜
」
を
送
り
、
金
沢
が
小
倉
に
栄
太
楼
の
菓
子
を
送
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
4
　
小
倉
夫
妻
に
関
わ
る
こ
と
　「
金
沢
書
簡
」
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
小
倉
進
平
・
常
子
夫
妻
の
生
活
に
触
れ
た
も
の
が
あ
る
。
　
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
六
月
四
日
付
で
、「
奥
様
に
は
御
妊
娠
の
趣
、
誠
に
御
目
出
度
く
大
慶
至
極
に
存
じ
上
げ
候
。
折
角
御
大
切
に
御
摂
養
の
程
祈
り
上
げ
候
」
と
、
祝
辞
と
見
舞
い
の
言
葉
を
送
っ
た
。
七
年
六
月
二
一
日
付
で
は
、
常
子
夫
人
が
病
か
ら
回
復
し
た
よ
う
で
、「
御
令
室
御
入
院
の
処
既
に
御
全
快
の
趣
、
祝
着
至
極
に
存
じ
候
」
と
あ
る
。
昭
和
に
入
っ
て
、
六
年
（
一
九
三
一
）
一
月
二
八
日
付
は
、「
過
般
来
中
耳
炎
に
て
御
病
臥
候
由
、
御
案
じ
申
し
上
げ
候
。
已
に
御
快
方
と
は
存
じ
候
へ
ど
も
、
此
際
一
層
御
養
生
の
程
祈
り
上
げ
候
」
と
あ
っ
て
、
小
倉
が
し
ば
ら
く
中
耳
炎
を
患
っ
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
見
舞
い
で
あ
る
。
　
ま
た
、
小
倉
の
両
親
の
訃
報
に
も
接
し
た
。
昭
和
二
年
二
月
二
八
日
付
に
「
御
国
許
に
御
不
幸
あ
り
し
趣
」
と
あ
る
の
は
小
倉
の
父
長
太
郎
の
逝
去
で
あ
り
、
一
〇
年
九
月
三
〇
日
付
は
小
倉
の
母
し
ん
の
逝
去
に
対
す
る
弔
辞
で
あ
る
。
　
一
五
年
五
月
一
五
日
付
で
は
、
小
倉
の
体
調
が
よ
く
な
い
の
を
気
遣
っ
て
、「
先
般
来
御
病
気
の
趣
、
最
早
御
快
癒
の
御
事
と
存
じ
候
へ
ど
も
、
時
分
柄
折
角
御
大
切
に
相
成
り
候
様
祈
り
上
げ
候
」
と
記
し
て
い
る
。
5
　
金
沢
庄
三
郎
の
京
都
生
活
に
つ
い
て
　
大
阪
に
生
ま
れ
育
っ
た
金
沢
庄
三
郎
は
、
大
阪
で
通
っ
た
第
三
高
等
中
学
校
が
明
治
二
二
年
に
京
都
に
移
転
し
た
た
め
に
四
年
間
を
京
都
で
過
ご
し
た
が
、
二
六
年
に
帝
国
大
学
に
入
学
し
て
、
東
京
生
活
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
大
正
六
年
二
月
、
四
五
歳
で
再
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び
の
京
都
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
　
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
一
二
月
、
金
沢
は
東
京
外
国
語
学
校
朝
鮮
語
学
科
（
明
治
四
四
年
一
月
韓
語
学
科
を
改
称
）
教
授
の
辞
表
を
提
出
し
、
六
年
一
月
に
聴
許
さ
れ
た
。
翌
二
月
に
は
東
京
帝
国
大
学
の
講
師
も
辞
任
す
る
。
二
校
の
辞
任
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
（
と
（
も
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
韓
国
併
合
（
明
治
四
三
、
一
九
一
〇
）
後
、
朝
鮮
語
が
外
国
語
と
み
な
さ
れ
な
く
な
り
、
大
正
五
年
度
か
ら
朝
鮮
語
学
科
の
生
徒
募
集
が
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
。
金
沢
は
六
年
二
月
八
日
、
多
喜
夫
人
と
と
も
に
東
京
を
離
れ
て
京
都
へ
向
か
い
、
上
賀
茂
に
住
ま
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
の
「
金
沢
書
簡
」
に
お
い
て
は
、「
京
都
　
上
賀
茂
村
　
金
沢
庄
三
郎
」
と
い
う
住
所
氏
名
印
が
押
印
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
程
度
長
期
に
わ
た
っ
て
住
む
気
持
ち
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
東
京
へ
戻
る
の
が
い
つ
で
あ
っ
た
の
か
、
確
定
で
き
な
か
っ
た
の
だ
が
、「
金
沢
書
簡
」
に
よ
っ
て
か
な
り
判
明
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
大
正
八
年
三
月
、
朝
鮮
に
お
い
て
三
・
一
独
立
運
動
が
起
こ
っ
た
直
後
の
一
三
日
付
の
書
簡
に
は
、
次
項
（
に
述
べ
る
よ
う
に
、
事
件
の
成
り
行
き
、
特
に
学
生
の
動
静
に
つ
い
て
時
々
通
報
し
て
く
れ
る
よ
う
小
倉
に
依
頼
す
る
と
と
も
に
、「
幸
に
元
気
回
復
し
候
ま
ゝ
、
本
月
末
当
地
引
払
ひ
東
上
の
予
定
に
候
」
と
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
二
五
日
付
で
、「
昨
今
転
居
の
準
備
に
て
、
彼
此
多
忙
に
暮
し
居
り
候
」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
や
は
り
三
月
末
に
は
東
京
に
戻
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
正
六
年
一
一
月
か
ら
同
八
年
三
月
ま
で
の
一
六
通
の
書
簡
は
、
京
都
時
代
の
金
沢
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
（
　
三
・
一
独
立
運
動
に
対
す
る
金
沢
庄
三
郎
の
関
心
に
つ
い
て
　
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
三
月
一
日
に
京
城
で
勃
発
し
て
全
土
に
波
及
し
た
独
立
運
動
に
対
す
る
金
沢
の
強
い
関
心
は
、「
金
沢
書
簡
」
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
京
都
に
隠
棲
し
て
い
た
金
沢
は
、
三
月
五
日
付
の
書
簡
で
、「
今
度
の
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朝
鮮
騒
擾
の
様
様
一
応
承
知
致
し
置
き
た
く
候
に
付
、
支
配
上
御
差
支
な
き
範
囲
に
於
て
詳
細
至
急
（
書
面
を
以
て
）
御
通
知
下
さ
れ
た
く
、
此
の
段
御
願
申
し
上
げ
候
」
と
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
書
簡
に
他
の
用
件
は
な
く
、「
朝
鮮
騒
擾
」
の
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
小
倉
は
す
ぐ
に
報
告
を
送
っ
た
よ
う
で
、
金
沢
は
一
三
日
付
で
「
早
速
の
御
詳
報
忝
か
た
じ
け
なく
存
じ
候
」
と
謝
し
、「
今
後
と
も
事
件
の
成
り
行
き
、
特
に
学
生
の
動
静
、
時
々
御
通
報
下
さ
れ
た
く
願
ひ
上
げ
候
」
と
重
ね
て
要
請
し
た
。
併
合
し
て
八
年
半
に
な
る
朝
鮮
で
起
こ
っ
た
「
騒
擾
」
に
、
金
沢
は
大
き
く
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
要
請
に
応
え
て
小
倉
は
再
び
報
告
を
送
っ
て
お
り
、
金
沢
は
二
五
日
付
で
、「
過
日
は
御
細
書
拝
誦
仕
り
候
、
尚
今
後
と
も
折
々
の
御
音
信
、
偏ひとへに
祈
り
上
げ
候
」
と
書
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
金
沢
は
三
月
末
に
京
都
を
離
れ
、
東
京
へ
戻
っ
た
。
三
・
一
独
立
運
動
を
知
っ
た
こ
と
が
、
彼
の
東
京
帰
還
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
六
月
に
入
っ
て
も
一
一
日
付
で
、「
貴
地
最
近
の
様
子
並
に
諸
学
校
の
近
状
承
知
致
し
た
く
候
に
付
、
御
手
数
な
が
ら
書
留
便
に
て
至
急
御
一
報
下
さ
れ
た
く
、
右
御
依
頼
ま
で
申
し
上
げ
候
」
と
希
望
し
て
い
る
。
そ
し
て
書
簡
に
は
、「
支
配
上
御
差
支
な
き
範
囲
に
於
て
」、「
書
留
便
に
て
」
な
ど
と
記
し
て
、
小
倉
の
一
身
上
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
と
の
配
慮
が
う
か
が
わ
れ
る
。
　
そ
れ
に
し
て
も
、
以
上
の
よ
う
な
金
沢
の
要
請
に
対
し
て
、
小
倉
は
ど
の
よ
う
な
報
告
を
書
き
送
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
小
倉
の
書
簡
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
次
第
で
あ
る
。
　
日
本
の
朝
鮮
支
配
に
お
い
て
金
沢
は
、
日
本
人
と
朝
鮮
人
の
相
互
の
言
語
の
教
育
と
相
互
の
同
化
を
主
張
し
、「
朝
鮮
語
排
斥
を
基
礎
と
す
る
日
本
語
の
普
及
策
は
必
ず
失
敗
に
終
る
に
違
い
な
い
」（「
再
び
朝
鮮
に
於
け
る
国
語
問
題
に
就
い
て
」『
読
売
新
聞
』
明
治
四
三
年
一
一
月
二
〇
日
）、
あ
る
い
は
、「
朝
鮮
人
は
や
は
り
朝
鮮
人
な
り
、
固もと
よ
り
之
を
日
本
人
化
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
急
務
な
る
も
、
歴
史
を
滅
し
、
性
情
を
取
り
換
へ
る
と
言
ふ
こ
と
は
容
易
の
業
に
あ
ら
ず
」、「
朝
鮮
人
を
日
本
の
忠
良
な
る
臣
民
と
化
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
と
同
時
に
、
朝
鮮
人
は
即
ち
朝
鮮
人
な
り
と
言
ふ
こ
と
を
忘
る
べ
か
ら
ず
」（「
余
の
朝
鮮
人
教
育
意
見
」『
朝
鮮
』
第
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、
明
治
四
四
年
一
月
）
と
発
言
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
心
情
と
主
張
が
、
日
本
の
朝
鮮
支
配
に
対
し
て
起
こ
っ
た
抗
日
運
動
へ
の
関
心
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
よ
う
か
。
　
金
沢
の
書
簡
に
お
い
て
は
、
特
に
「
学
生
の
動
静
」
や
「
諸
学
校
の
近
状
」
に
対
す
る
関
心
が
強
い
。
そ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
金
沢
が
辞
任
し
た
大
正
六
年
の
一
二
月
か
ら
、
東
京
外
国
語
学
校
で
は
校
名
を
東
京
貿
易
殖
民
語
学
校
に
改
称
し
よ
う
と
し
た
文
部
省
と
校
長
村
上
直
次
郎
に
対
し
て
、
校
名
を
存
続
さ
せ
た
い
生
徒
た
ち
の
反
対
運
動
が
巻
き
起
こ
り
、
卒
業
生
の
応
援
も
得
て
、
新
聞
で
も
大
き
く
報
道
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
校
名
改
称
は
も
は
や
持
ち
出
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
だ
が
、
一
方
で
、
朝
鮮
語
学
科
は
五
年
度
も
六
年
度
も
募
集
さ
れ
ず
、
七
年
三
月
二
八
日
の
卒
業
式
で
、
朝
鮮
語
学
科
は
最
後
の
四
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
翌
日
の
『
読
売
新
聞
』
や
『
朝
日
新
聞
』
で
、
村
上
校
長
が
金
沢
を
排
除
し
た
の
だ
と
い
う
生
徒
の
発
言
が
報
道
さ
れ
た
。
金
沢
自
ら
に
関
わ
る
こ
の
事
件
に
お
け
る
生
徒
の
運
動
や
発
言
が
、
そ
れ
か
ら
一
年
後
の
三
・
一
独
立
運
動
に
お
け
る
「
学
生
の
動
静
」
に
対
す
る
強
い
関
心
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
金
沢
は
、
著
書
『
言
語
に
映
じ
た
る
原
人
の
思
想
』（
大
正
九
）
の
「
跋
語
」
に
、「
地
と
民
と
語
と
は
相
分
つ
べ
か
ら
ず
・
・
・
徒いたづら
に
国
語
の
統
一
を
夢
み
、
各
地
土
着
の
言
語
を
無
視
度
外
す
る
の
政
策
は
国
家
の
禍
な
り
」
と
述
べ
て
、
最
後
に
「
大
正
八
年
十
月
七
日
稿
」
と
記
し
て
い
る
。
独
立
運
動
が
勃
発
し
て
い
ま
だ
余
波
の
残
る
時
に
こ
の
よ
う
に
書
い
た
彼
の
心
情
も
、
諸
学
校
や
学
生
の
近
状
に
つ
い
て
小
倉
に
報
告
を
要
請
し
た
文
言
か
ら
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
な
お
、
金
沢
は
八
年
九
月
二
三
日
付
書
簡
で
、「
小
生
永
ら
く
総
督
府
嘱
託
在
任
の
処
、
今
般
御
用
満
ち
解
嘱
の
旨
小
田
氏
よ
り
通
報
こ
れ
有
り
候
。
拙
者
退
任
後
も
何
卒
十
分
御
勤
勉
、
邦
家
の
た
め
御
努
力
の
程
切
望
致
し
候
」
と
書
い
て
い
る
。
金
沢
が
朝
鮮
総
督
府
か
ら
朝
鮮
語
に
関
す
る
調
査
を
嘱
託
さ
れ
た
の
は
、
韓
国
併
合
の
翌
年
、
明
治
四
四
年
六
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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　『
朝
鮮
語
学
史
』
の
序
文
執
筆
に
つ
い
て
　
小
倉
進
平
の
代
表
的
な
著
書
の
ひ
と
つ
と
な
る
『
朝
鮮
語
学
史
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
一
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
先
立
つ
八
月
一
四
日
付
の
金
沢
書
簡
は
、
刊
行
の
知
ら
せ
を
「
欣
喜
こ
の
事
に
御
座
候
」
と
喜
び
な
が
ら
も
、
「
序
文
ノ
件
御
申
越
し
相
成
り
、
御
心
易
き
事
な
が
ら
、
頃けい
日じつ
健
康
を
損
じ
、
当
分
執
筆
等
一
切
差
し
止
め
ら
れ
居
り
候
に
付
、
此
の
儀
悪
し
か
ら
ず
御
諒
察
下
さ
れ
た
く
願
い
上
げ
候
」
と
記
し
て
い
る
。
小
倉
は
『
朝
鮮
語
学
史
』
の
序
文
を
執
筆
し
て
く
れ
る
よ
う
金
沢
に
依
頼
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
金
沢
は
辞
退
を
申
し
入
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
小
倉
は
金
沢
の
「
健
康
」
上
の
理
由
に
納
得
で
き
ず
、
再
び
懇
望
し
た
こ
と
が
、
次
の
金
沢
の
九
月
二
〇
日
付
書
簡
か
ら
推
察
さ
れ
る
。
金
沢
は
、「
御
申
越
し
の
儀
、
決
し
て
他
の
理
由
あ
る
に
あ
ら
ず
、
全
く
静
養
中
に
こ
れ
有
り
候
為
、
何
卒
悪
し
か
ら
ず
思
し
召
し
下
さ
れ
た
く
」
と
述
べ
て
、
辞
退
の
理
由
は
ほ
か
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
小
倉
の
推
測
を
否
定
し
、
重
ね
て
の
懇
請
に
も
応
じ
な
か
っ
た
。
　
金
沢
の
東
京
外
国
語
学
校
と
東
京
帝
国
大
学
の
辞
任
に
つ
い
て
は
5
と
（
で
触
れ
た
が
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
服
部
四
郎
（
明
治
四
一
～
平
成
七
、
一
九
〇
八
～
一
九
九
五
、
東
京
大
学
教
授
）
の
回
想
が
あ
る
。
服
部
は
東
京
帝
国
大
学
言
語
学
科
で
主
任
教
授
藤
岡
勝
二
（
明
治
五
～
昭
和
一
〇
、
一
八
七
二
～
一
九
三
五
）
の
指
導
を
受
け
た
の
だ
が
、「
日
本
語
と
朝
鮮
語
と
の
親
族
関
係
は
未
証
明
な
の
に
そ
れ
に
関
し
て
独
断
的
な
意
見
を
学
生
に
押
し
つ
け
ら
れ
る
の
は
困
る
、
と
の
お
考
え
に
基
づ
く
も
の
だ
と
仄そく
聞ぶん
し
た
こ
と
が
あ
る
。」
と
、
金
沢
に
対
す
る
藤
岡
の
評
価
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
服
部
四
郎
「
藤
岡
勝
二
先
生
に
関
す
る
補
説
」
『
言
語
学
こ
と
は
じ
め
』）。
金
沢
は
、
自
ら
の
辞
任
に
関
わ
る
こ
の
よ
う
な
経
過
と
状
況
に
か
ん
が
み
て
、
小
倉
の
著
作
の
序
文
を
執
筆
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
判
断
し
、
固
辞
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
も
な
く
刊
行
さ
れ
た
『
朝
鮮
語
学
史
』
の
序
文
は
、
藤
岡
勝
二
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
付
け
加
え
れ
ば
、
二
〇
年
後
の
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
刊
行
の
『
増
訂
朝
鮮
語
学
史
』（
刀
江
書
院
）
に
藤
岡
の
序
文
は
な
い
。
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本
言
語
学
会
の
役
員
就
任
を
め
ぐ
っ
て
　
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
五
月
二
八
日
、
東
京
帝
国
大
学
で
日
本
言
語
学
会
の
創
立
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
役
員
と
し
て
、
会
長
に
京
都
帝
国
大
学
名
誉
教
授
の
新
村
出
（
明
治
九
～
昭
和
四
二
、
一
八
七
六
～
一
九
六
七
、
東
京
帝
国
大
学
言
語
学
科
明
治
三
二
年
卒
業
）、
副
会
長
に
東
京
帝
国
大
学
教
授
・
京
城
帝
国
大
学
教
授
兼
任
の
小
倉
進
平
、
そ
の
ほ
か
に
一
六
名
の
評
議
員
と
五
名
の
幹
事
が
承
認
さ
れ
て
、
事
務
所
を
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
言
語
学
研
究
室
に
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。
記
念
行
事
と
し
て
、
福
島
（
の
ち
辻
に
改
名
）
直
四
郎
に
よ
る
「
言
語
学
と
文
献
学
」、
柳
田
国
男
に
よ
る
「
鴨
と
哉
」、
白
鳥
庫
吉
に
よ
る
「
寺
及
び
仏
の
語
源
」
の
講
演
が
あ
っ
た
。
　「
小
倉
進
平
関
係
文
書
」
の
「
シ
リ
ー
ズ
1
　
書
簡
」
に
は
「
言
語
学
会
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
書
類
が
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
り
学
会
立
ち
上
げ
に
至
る
過
程
を
あ
る
程
度
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
言
語
学
会
設
立
の
動
き
は
昭
和
九
年
の
暮
頃
に
始
ま
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
時
は
そ
れ
以
上
に
進
展
を
み
な
か
っ
た
。
一
二
年
の
初
頭
、
再
び
設
立
を
希
望
す
る
声
が
高
ま
り
、
毎
月
相
談
の
会
合
が
開
か
れ
て
準
備
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
小
倉
進
平
、
服
部
四
郎
、
八
木
亀
太
郎
、
泉
井
久
之
助
、
高
津
春
繁
、
井
桁
貞
利
、
新
村
出
、
金
田
一
京
助
等
の
名
前
が
み
ら
れ
る
。
一
三
年
に
入
っ
て
、
創
立
有
志
者
か
ら
発
起
人
候
補
者
（
約
一
六
〇
名
）
へ
発
起
人
承
諾
の
依
頼
状
が
送
ら
れ
た
。
金
沢
も
そ
の
対
象
の
一
人
で
あ
り
、
そ
の
後
発
起
人
と
し
て
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
月
二
七
日
に
発
起
人
会
が
開
催
さ
れ
て
、
八
杉
貞
利
（
明
治
九
～
昭
和
四
一
、
一
八
七
六
～
一
九
六
六
、
ロ
シ
ア
語
学
者
）
が
座
長
を
務
め
、
会
則
を
作
成
し
て
、
会
長
と
副
会
長
が
推
挙
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
役
員
（
評
議
員
と
幹
事
）
に
つ
い
て
は
会
長
に
一
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
す
で
に
評
議
員
と
し
て
二
〇
名
の
名
前
が
挙
が
っ
て
お
り
、
金
沢
も
含
ま
れ
て
い
る
。
　「
金
沢
書
簡
」
に
表
わ
れ
て
い
る
の
は
、
金
沢
が
評
議
員
に
就
任
す
る
か
ど
う
か
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
金
沢
と
小
倉
と
新
村
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
や
り
と
り
で
あ
る
。
金
沢
は
、
発
起
人
会
か
ら
三
週
間
後
の
三
月
二
一
日
付
で
小
倉
に
宛
て
て
、「
昨
日
新
村
氏
よ
り
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学
会
評
議
員
の
件
に
関
し
御
申
越
し
こ
れ
有
り
候
に
付
、
相
応
の
事
は
相
勤
め
申
す
べ
く
候
へ
ど
も
、
年
来
閉
じ
籠
り
居
り
候
た
め
、
集
会
な
ど
に
出
席
は
御
容
赦
こ
れ
有
り
た
き
旨
御
答
申
上
げ
居
り
候
。
さ
れ
ば
評
議
員
其
の
他
の
役
員
に
御
推
挙
の
儀
は
御
免
を
蒙
り
た
く
、
予
め
御
断
り
申
上
げ
候
。」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
書
簡
だ
け
で
は
事
情
が
分
か
り
に
く
か
っ
た
の
で
、「
小
倉
進
平
関
係
文
書
」
に
所
蔵
さ
れ
る
新
村
出
の
小
倉
宛
書
簡
も
参
照
し
た
。
ま
た
、
京
都
市
の
新
村
出
記
念
財
団
重
山
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
、
新
村
宛
の
金
沢
書
簡
と
小
倉
書
簡
、
そ
し
て
、
や
は
り
評
議
員
就
任
を
い
っ
た
ん
断
っ
た
八
杉
貞
利
の
書
簡
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
お
よ
そ
の
成
り
行
き
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
新
村
は
小
倉
に
三
月
一
五
日
付
で
、「
本
日
金
沢
、
保
科
二
氏
に
懇
書
さ
し
出
し
申
し
候
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
一
七
日
付
で
、
八
杉
が
辞
退
し
て
い
る
の
で
再
度
懇
請
し
て
い
る
と
伝
え
た
。
結
局
、
八
杉
は
一
八
日
付
で
新
村
に
、「
万
事
貴
意
に
御
委
せ
申
上
げ
候
」
と
承
諾
を
表
明
し
て
い
る
。
　
一
方
金
沢
は
、
新
村
の
一
五
日
付
の
「
懇
請
書
」
に
対
す
る
返
事
で
あ
ろ
う
、
一
八
日
付
で
新
村
に
、「
小
倉
氏
御
来
訪
下
さ
れ
候
ま
で
も
な
く
、
相
当
の
御
用
は
相
勤
め
申
す
べ
く
候
へ
ど
も
、
相
変
わ
ら
ず
引
籠
り
が
ち
に
つ
き
会
合
な
ど
に
出
席
は
御
容
赦
下
さ
る
べ
く
候
」
と
記
し
た
。
会
合
に
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
評
議
員
は
辞
退
す
る
、
と
い
う
意
味
で
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
は
、
会
合
に
出
な
く
て
も
よ
い
の
な
ら
評
議
員
に
な
っ
て
も
よ
い
と
い
う
意
味
に
解
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
新
村
は
こ
の
文
章
を
控
え
め
な
承
諾
と
受
け
取
っ
た
の
で
あ
る
。
新
村
は
小
倉
に
一
九
日
付
で
、「
八
杉
、
金
沢
二
氏
よ
り
評
議
員
承
諾
書
到
来
、
安
心
せ
り
」
と
書
い
て
い
る
。
　
小
倉
は
新
村
に
一
八
日
付
で
、「
金
沢
先
生
御
宅
に
は
数
日
中
に
御
伺
い
た
す
べ
く
」
と
書
い
て
い
る
。
そ
し
て
金
沢
を
訪
問
し
た
の
だ
が
、
金
沢
は
不
在
で
あ
っ
た
の
で
、
小
倉
は
伝
言
を
遺
し
た
。
こ
こ
で
金
沢
は
、
始
め
に
採
り
上
げ
た
三
月
二
一
日
付
の
小
倉
宛
の
書
簡
を
書
い
て
、
評
議
員
な
ど
の
役
員
は
御
免
蒙
り
た
い
、
お
断
り
し
た
い
と
、
も
は
や
誤
解
を
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
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表
現
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
金
沢
は
新
村
に
宛
て
て
二
二
日
付
で
、
小
倉
が
金
沢
の
不
在
中
に
来
訪
し
た
こ
と
、
そ
の
伝
言
か
ら
判
断
す
る
と
、
新
村
に
宛
て
た
金
沢
の
一
八
日
付
書
簡
が
意
を
尽
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
再
度
申
し
上
げ
た
い
と
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
　「
小
生
儀
先
年
上
賀
茂
へ
移
転
の
際
よ
り
種
々
考
慮
の
結
果
、
史
学
会
を
は
じ
め
一
切
の
会
よ
り
脱
退
致
し
、
音
声
学
会
よ
り
数
次
の
入
会
懇
請
を
も
謝
絶
せ
し
こ
と
に
御
座
候
へ
ど
も
、
此
度
は
特
別
の
関
係
と
て
発
起
人
だ
け
は
黙
諾
致
し
置
き
、
将
来
雑
誌
に
研
究
を
発
表
し
て
応
分
の
微
力
を
尽
し
た
く
存
じ
居
り
候
。
役
員
に
列
し
て
会
合
に
出
席
い
た
す
こ
と
は
御
容
赦
下
さ
れ
た
く
、
小
倉
氏
は
名
前
だ
け
に
て
宜
し
と
仰
せ
ら
れ
候
由
な
れ
ど
、
そ
れ
は
小
生
の
な
ほ
堪
え
が
た
き
こ
と
に
こ
れ
有
り
候
。
右
事
情
悪
し
か
ら
ず
御
推
察
下
さ
れ
た
く
、
此
段
重
ね
て
御
願
申
上
げ
候
。」
　
新
村
は
二
三
日
付
で
小
倉
に
宛
て
た
書
簡
（
書
留
）
の
中
で
、「
金
沢
氏
よ
り
の
初
信
に
は
、
評
議
員
の
諾
否
明
記
あ
ら
ざ
り
し
を
、
文
意
に
よ
り
て
承
諾
の
こ
と
と
察
し
候
ひ
し
は
小
生
の
速
断
に
候
。
本
日
の
再
信
に
よ
り
不
承
諾
に
近
き
意
味
記
る
し
あ
る
を
見
候
に
つ
き
、
唯
今
の
所
は
未
定
8
8
の
ま
ま
に
の
こ
し
お
か
れ
、
四
月
小
生
入
京
面
談
の
を
り
ま
で
双
方
考
慮
中
の
姿
と
し
て
は
如
何
な
も
の
に
や
如
何
。」
と
述
べ
、「
事
を
円
満
に
ま
と
め
ゆ
く
に
は
中
々
困
難
が
伴
う
も
の
に
候
。
即
時
急
激
に
決
定
す
る
こ
と
丈
は
お
待
ち
下
さ
れ
た
く
候
」
と
助
言
し
た
。
　
こ
う
し
て
、
四
月
二
五
日
に
第
一
回
評
議
員
会
が
開
か
れ
、
会
則
の
修
正
の
ほ
か
、
会
計
担
当
、
雑
誌
編
集
担
当
を
決
め
、
創
立
大
会
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
う
え
で
、
五
月
二
八
日
に
言
語
学
会
の
創
立
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
参
考
ま
で
に
評
議
員
の
氏
名
を
記
し
て
お
く
と
、
市
河
三
喜
、
伊
波
普
猷
、
落
合
太
郎
、
金
田
一
京
助
、
小
林
淳
男
、
神
保
格
、
田
中
秀
央
、
千
葉
勉
、
東
條
操
、
西
脇
順
三
郎
、
橋
本
進
吉
、
福
島
直
四
郎
、
保
科
孝
一
、
松
本
信
広
、
八
杉
貞
利
、
山
田
孝
雄
で
あ
っ
た
。
幹
事
は
高
津
春
繁
、
木
村
彰
一
、
小
林
智
賀
平
、
八
木
亀
太
郎
、
井
筒
俊
彦
で
あ
っ
た
（『
言
語
研
究
』
創
刊
号
、
昭
和
一
四
）。
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会
員
は
、
発
足
当
初
は
二
名
の
名
誉
会
員
（
白
鳥
庫
吉
と
高
楠
順
次
郎
）
と
、
維
持
会
員
、
普
通
会
員
で
構
成
さ
れ
た
。
維
持
会
員
は
年
額
会
費
と
し
て
五
円
を
納
め
る
も
の
、
一
般
会
員
は
三
円
を
納
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。『
言
語
研
究
』
第
五
号
（
昭
和
一
五
）
に
掲
載
の
会
員
名
簿
に
よ
る
と
、
金
沢
は
維
持
会
員
に
な
っ
て
い
る
。
会
員
数
は
研
究
団
体
を
含
め
て
三
〇
五
名
、
そ
の
う
ち
維
持
会
員
が
七
七
名
で
あ
っ
た
。
9
　
金
沢
庄
三
郎
還
暦
祝
賀
行
事
に
つ
い
て
　
金
沢
庄
三
郎
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
還
暦
を
迎
え
た
。
六
年
八
月
頃
、
國
學
院
大
學
に
金
沢
博
士
還
暦
祝
賀
準
備
会
が
設
け
ら
れ
、
岩
橋
小
弥
太
を
代
表
に
小
倉
も
含
め
て
金
田
一
京
助
、
今
西
龍
、
奥
山
仙
三
、
折
口
信
夫
等
一
九
名
が
実
行
委
員
と
な
っ
て
、
祝
賀
事
業
を
計
画
し
、
実
施
に
移
し
て
い
っ
た
。
祝
宴
の
開
催
、
記
念
論
文
集
『
金
沢
博
士
還
暦
記
念
　
東
洋
語
学
の
研
究
』
の
発
刊
、
画
家
伊
原
宇
三
郎
に
よ
る
肖
像
画
の
制
作
、
そ
し
て
金
沢
に
よ
る
蔵
書
目
録
『
濯
足
庵
蔵
書
六
十
一
種
』
の
刊
行
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
祝
賀
に
対
す
る
感
謝
の
し
る
し
に
金
沢
は
、
吏
読
に
つ
い
て
論
じ
た
『
新
羅
の
片
仮
字
―
比
較
国
語
学
史
の
一
節
』
を
贈
呈
し
た
。
　「
金
沢
書
簡
」
で
は
、
六
年
七
月
一
二
日
付
に
、「
老
生
儀
に
付
き
一
方
な
ら
ぬ
御
尽
力
に
相
預
り
候
由
、
岩
橋
氏
よ
り
も
承
り
居
り
候
」
と
書
い
て
い
る
。
た
だ
小
倉
は
京
城
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
記
念
論
文
集
に
寄
稿
す
る
ほ
か
に
は
準
備
や
進
行
に
加
わ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
く
、
金
沢
が
書
簡
で
経
過
を
伝
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
八
月
一
一
日
付
で
は
、
還
暦
祝
賀
の
依
頼
状
が
で
き
た
と
書
い
て
い
る
。
一
一
月
二
九
日
付
に
は
、「
玉
稿
も
既
に
御
恵
投
下
さ
れ
候
趣
」
と
、
小
倉
が
「
朝
鮮
の
真
言
集
」
を
寄
稿
し
た
こ
と
に
感
謝
し
、
ま
た
、
肖
像
画
は
「
帝
展
の
伊
原
画
伯
御
揮
毫
中
」
と
伝
え
た
。
伊
原
宇
三
郎
の
肖
像
画
制
作
は
、
折
口
信
夫
を
介
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
伊
原
は
折
口
が
大
阪
府
立
今
宮
中
学
校
嘱
託
教
員
時
代
に
教
え
た
生
徒
で
、
終
生
折
口
を
敬
愛
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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七
年
一
一
月
一
八
日
付
で
は
、「
十
一
日
記
念
講
演
会
並
に
祝
宴
と
も
盛
大
に
取
り
行
は
れ
、
大
に
面
目
を
施
し
申
し
候
」
と
、
満
足
し
喜
ん
で
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
一
二
月
一
〇
日
付
で
、
記
念
論
文
集
は
ま
も
な
く
の
こ
と
、『
濯
足
庵
六
十
一
種
』
は
来
春
に
刊
行
さ
れ
る
と
記
し
、
別
便
で
祝
宴
の
記
念
写
真
を
送
る
と
知
ら
せ
た
。
お
わ
り
に
　「
小
倉
進
平
関
係
文
書
」
に
お
け
る
金
沢
の
書
簡
は
、
必
要
な
こ
と
だ
け
が
淡
々
と
記
さ
れ
て
い
る
。
季
節
の
挨
拶
、
小
倉
の
健
康
へ
の
気
遣
い
、
小
倉
夫
人
へ
の
配
慮
、
自
身
の
状
態
に
簡
単
に
触
れ
る
ほ
か
は
、
研
究
上
必
要
な
書
籍
に
関
す
る
質
問
と
依
頼
、
そ
し
て
知
人
の
世
話
の
依
頼
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
三
・
一
独
立
運
動
の
様
子
、
特
に
学
校
や
学
生
の
動
静
に
つ
い
て
何
度
も
報
告
を
求
め
た
こ
と
は
、
と
り
わ
け
強
い
関
心
が
表
わ
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
日
本
言
語
学
会
の
評
議
員
就
任
問
題
で
は
曖
昧
な
表
現
の
た
め
に
誤
解
を
も
た
ら
し
た
が
、
決
し
て
就
任
の
懇
請
に
応
じ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
し
ば
し
ば
周
囲
の
人
々
を
辟
易
さ
せ
た
こ
と
で
逸
話
に
な
っ
て
い
た
彼
の
頑
固
さ
が
表
れ
て
い
よ
う
。
　「
金
沢
書
簡
」
は
、
金
沢
の
動
静
と
人
間
関
係
、
ま
た
彼
の
問
題
意
識
や
関
心
の
あ
り
よ
う
を
具
体
的
に
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
新
た
な
事
実
に
接
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
師
弟
関
係
か
ら
始
ま
っ
た
二
人
の
や
り
と
り
の
な
か
に
、
論
文
や
著
書
に
は
抑
制
さ
れ
て
し
ま
う
心
情
や
人
間
関
係
の
機
微
に
触
れ
る
も
の
が
表
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
べ
き
か
、
た
や
す
い
こ
と
で
は
な
い
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
に
把
握
し
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
余
地
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
金
沢
庄
三
郎
と
小
倉
進
平
、
さ
ら
に
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
る
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
思
う
。「
金
沢
書
簡
」
の
閲
覧
を
許
さ
れ
た
東
洋
文
化
研
究
所
に
対
し
て
、
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
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本
稿
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
別
的
問
題
を
深
く
考
察
す
る
に
至
ら
な
い
不
十
分
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
私
の
個
人
的
な
関
心
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
読
し
て
下
さ
っ
た
方
々
に
何
か
少
し
で
も
参
考
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
　【
付
記
】
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
に
、
前
年
刊
行
の
拙
著
『
金
沢
庄
三
郎
』
が
機
縁
と
な
っ
て
、
東
洋
文
化
研
究
所
の
辻
大
和
氏
（
当
時
助
教
）
か
ら
「
金
沢
書
簡
」
の
閲
覧
と
報
告
の
お
誘
い
を
受
け
た
こ
と
は
、
本
当
に
嬉
し
く
、
あ
り
が
た
い
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
は
簡
単
な
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
が
、
よ
く
分
ら
な
い
点
を
も
う
少
し
調
べ
て
、
で
き
れ
ば
他
の
方
々
の
参
考
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
き
た
。
そ
の
後
、
辻
氏
を
通
じ
て
新
村
出
記
念
財
団
の
重
山
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
金
沢
庄
三
郎
、
小
倉
進
平
、
八
杉
貞
利
等
の
書
簡
を
閲
覧
す
る
機
会
が
得
ら
れ
て
理
解
が
進
み
、
昨
年
に
現
在
の
助
教
の
植
田
喜
兵
成
智
氏
か
ら
投
稿
の
お
尋
ね
が
あ
っ
た
の
で
、
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
本
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
た
「
資
料
紹
介
」
で
あ
る
。
東
洋
文
化
研
究
所
、
辻
氏
、
植
田
氏
、
そ
し
て
新
村
出
記
念
財
団
に
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
参
考
文
献
（
刊
行
年
順
、
西
暦
）
金
沢
庄
三
郎
『
言
語
に
映
じ
た
る
原
人
の
思
想
』、
大
鐙
閣
、
一
九
二
〇
北
里
闌
『
日
本
古
代
語
音
組
織
考
』、
啓
光
社
（
東
京
）、
一
九
二
六
『
開
校
五
十
年
記
念
　
学
習
院
史
』、
学
習
院
、
一
九
二
八
『
國
學
院
大
學
一
覧
　
昭
和
四
年
』、
國
學
院
大
學
、
一
九
二
九
『
駒
澤
大
学
一
覧
　
昭
和
五
年
五
月
現
在
』、
駒
澤
大
学
、
一
九
三
〇
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北
里
闌
『
日
本
語
の
根
本
的
研
究
』、
紫
苑
会
（
大
阪
府
豊
中
町
、
代
表
北
里
闌
）、
一
九
三
〇
金
沢
庄
三
郎
「
吏
読
雑
考
」『
史
学
雑
誌
』
四
七
編
二
号
、
史
学
会
、
一
九
三
六
小
倉
進
平
「
郷
歌
・
吏
読
の
問
題
を
繞
り
て
」『
史
学
雑
誌
』
四
七
編
五
号
、
一
九
三
六
「
人
と
文
献
（
小
倉
進
平
博
士
）」『
学
報
』
Ⅳ
、
日
本
民
族
学
会
、
一
九
三
七
小
倉
進
平
「
日
本
言
語
学
会
の
創
立
」『
帝
国
大
学
新
聞
』
第
七
二
三
号
（
昭
和
一
三
年
六
月
六
日
）、
一
九
三
八
『
言
語
研
究
』
創
刊
号
（
一
九
三
九
）、
第
五
号
（
一
九
四
〇
）、
第
一
六
号
「
故
小
倉
博
士
追
悼
号
」（
一
九
五
〇
）、
日
本
言
語
学
会
『
大
韓
民
国
建
国
十
年
誌
』
大
韓
民
国
建
国
十
年
誌
刊
行
会
編
纂
・
発
行
、
一
九
五
六
河
野
六
郎
「
故
小
倉
進
平
先
生
と
朝
鮮
語
学
」『
小
倉
進
平
博
士
著
作
集
（
四
）』、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
、
一
九
七
五
服
部
四
郎
『
言
語
学
こ
と
は
じ
め
』
服
部
四
郎
発
行
、
一
九
八
四
小
倉
芳
彦
『
贅
疣
録
』（
私
家
版
）、
研
文
出
版
制
作
、
一
九
八
七
『
言
語
研
究
』
別
冊
（
日
本
言
語
学
会
五
〇
年
の
歩
み
）、
日
本
言
語
学
会
、
一
九
八
八
八
木
亀
太
郎
『
寒
来
暑
往
』、
三
春
会
編
、
温
山
会
、
一
九
八
九
河
野
六
郎
「
小
倉
進
平
」『
東
洋
学
の
系
譜
〈
第
2
集
〉』
大
修
館
書
店
、
一
九
九
四
中
村
完
「
小
倉
進
平
」『
朝
鮮
人
物
事
典
』
大
和
書
房
、
一
九
九
五
『
金
剛
杵
』
上
・
下
、
復
刻
版
、
原
書
は
一
九
二
四
～
一
九
四
三
年
に
断
続
的
に
刊
行
、
韓
国
近
現
代
仏
教
資
料
全
集
、
民
族
社
（
ソ
ウ
ル
）、
一
九
九
六
三
ツ
井
崇
「
植
民
地
日
本
知
識
人
と
朝
鮮
語
―
言
語
学
者
小
倉
進
平
の
言
語
思
想
と
朝
鮮
語
学
―
」『
不
老
町
だ
よ
り
』
第
三
号
、
世
界
社
会
言
語
学
会
、
一
九
九
八
安
田
敏
朗
『「
言
語
」
の
構
築
―
小
倉
進
平
と
植
民
地
朝
鮮
』、
三
元
社
、
一
九
九
九
福
井
玲
編
「
小
倉
文
庫
目
録
　
其
一
　
新
登
録
本
」『
朝
鮮
文
化
研
究
』
第
九
号
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
系
研
究
科
・
文
学
部
朝
鮮
文
化
研
究
室
、
二
〇
〇
二
小
倉
芳
彦
『
樟
蔭
歳
月
記
』（
私
家
版
）、
二
〇
〇
三
三
ツ
井
崇
「
小
倉
進
平
　
朝
鮮
語
学
の
確
立
と
そ
の
背
景
」『
11
人
の
日
本
人
　
韓
国
・
朝
鮮
へ
の
ま
な
ざ
し
』、
明
石
書
店
、
二
〇
〇
五
東洋文化研究 21 号　　140
藤
本
幸
夫
「
重
山
先
生
と
小
倉
進
平
先
生
」『
泰
山
木
』、
新
村
出
記
念
財
団
、
二
〇
〇
六
福
井
玲
編
「
小
倉
文
庫
目
録
　
其
二
　
旧
登
録
本
」『
韓
国
朝
鮮
文
化
研
究
』
第
一
〇
号
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
系
研
究
科
韓
国
朝
鮮
文
化
研
究
室
、
二
〇
〇
七
大
熊
智
之
「
近
代
日
本
の
言
語
学
と
植
民
地
日
本
語
普
及
論
―
欧
米
と
の
関
係
性
か
ら
み
る
小
倉
進
平
の
朝
鮮
へ
の
ま
な
ざ
し
―
」『
北
大
史
学
』
第
四
七
号
、
北
大
史
学
会
、
二
〇
〇
七
田
口
文
章
「
北
里
柴
三
郎
博
士
の
従
弟
「
北
里
闌
博
士
」（「
北
里
柴
三
郎
博
士
の
秘
話
」）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
二
〇
〇
九
鄭
承
喆
「
小
倉
進
平
の
生
涯
と
学
問
」、
講
演
記
録
、『
二
〇
〇
九
年
度
東
京
大
学
コ
リ
ア
・
コ
ロ
キ
ュ
ア
ム
講
演
記
録
』、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
韓
国
朝
鮮
文
化
研
究
室
、
二
〇
一
〇
白
井
順
「
書
簡
を
通
し
て
み
た
前
間
恭
作
と
小
倉
進
平
の
交
流
―
『
郷
歌
及
び
吏
読
の
研
究
』
刊
行
の
昭
和
四
年
を
中
心
に
―
」『
東
洋
文
化
研
究
』
第
一
五
号
、
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
三
石
川
遼
子
『
金
沢
庄
三
郎
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
杉
田
善
弘
監
修
・
辻
大
和
他
編
集
　『
小
倉
進
平
関
係
文
書
目
録
―
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
―
』（
調
査
研
究
報
告
№
11
）
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
六
